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１．研究背景 

日本は小さな島国でありながら多彩な地形や気候

に富んでいる．一方その環境が土砂崩れ，津波など

脅威となることが多く，世界でも最大級の災害大国

として知られている． 

また日本には各地に鉄道網が張り巡らされており，

国民にとって欠かせない公共交通機関である．鉄道

もまた災害の脅威にさらされており，特に自然災害

の起こりやすい山間部や海岸などを走る路線では備

えが必要である．このような路線を保有する鉄道会

社では対策が遅れているところもあり，国土交通省

の平成 25 年度業務監査では，山間部を走る区間を

持つ秩父鉄道において沿線の緊急避難所の把握がさ

れておらず，避難誘導システムの構築が遅れている

という報告があった（国土交通省，2013）． 

 

 

図 1 秩父鉄道株式会社に関する業務監査 

（国土交通省，2013） 

 

２．先行研究 

地方自治体では災害対策としてハザードマップが

作成されており，地域住民の避難の指標となってい

る．一方で地域を走る鉄道において地域内外の鉄道

利用者に避難誘導が求められる．そこで友井ほか

（2018）は鉄道従事者が乗客に対して最適な避難誘

導を行うための基礎となるハザードマップ作成手法

を提案した． 
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研究内容は，GIS（Geographic Information System:地

理情報システム）を用いて鉄道従事者用のハザード

マップを作成し，現地調査の有無による相互の違い

の比較を行うものである． 

対象路線を秩父鉄道線に設定し，地図下地に国や

地方自治体から公開されている「オープンデータ」

（駅，避難所，基盤地図，土砂災害警戒区域）を対

応する緯度経度に配置する．また踏切をウェブ上の

路線動画を参考に一つずつ配置する．これらをもと

に各避難所の圏域を設定し，すべての駅・踏切から

最寄りの避難所を明らかにする．駅・踏切から避難

所までの直線距離から，徒歩距離と時間の近似を行

った． 

 

３．本研究のいきさつ 

先行研究では，現地調査を含めたハザードマップ

に対し，徒歩距離と時間が山間部において二倍程度

の違いがあり，「オープンデータ」のみでは避難所ま

での道のりが判らないという知見が得られた．そこ

で本研究に先行して，秩父鉄道のハザードマップの

作成を，「オープンデータ」および，あらかじめ道路

とそのネットワーク情報が含まれている「道路ネッ

トワークデータ」が組み込まれたソフト「Arc GIS」

を用いて行った． 

これにより，以下のデータが得られた： 

⚫ 駅・踏切から避難所までのルート，徒歩距離 

⚫ 避難所からの徒歩時間（圏域処理：5，10，15，

20，30分） 

⚫ 土砂災害警戒区域内にあるルート（ソフトの検

索機能） 

また，それに伴う知見として，避難の目安とされ

る徒歩 15 分以上かかる避難所の数，土砂災害警戒

区域に重なるルートが存在していることがわかった． 

この研究において，いくつかの問題が見られた．

避難経路の出発点のうち，踏切は先行研究で独自に

入力したもので，一般に全国の鉄道の踏切の位置情

報は入手できない．また，線路と道路が交差する地

点がすべて踏切であるとは限らず，オーバーパス，

アンダーパスが存在する． 

これらをきっかけとして，画像認識による踏切の

抽出方法に着目した． 

ところで、pythonには、画像から特定の色の範囲

を持つ部分を抽出することができるアルゴリズムが

ある．踏切の画像認識の方法として、色の違いに着

目した、色の抽出を行うアルゴリズムを検討した．

鉄道の踏切は、線路の部分が暗い赤茶色をしている

のに対し、道路と交差する踏切は道路と同じような

グレーであることに着目した． 

 

４．研究目的 

 本研究は国土地理院空中写真を用いて、鉄道の踏

切部の色の違いに着目した python による色検出に

より踏切の抽出を行うものである。 

 

 

 

 

 

図 2 国土地理院空中写真より、秩父鉄道線の

踏切抜粋 
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３．研究方法 

今回は秩父鉄道線をモデルとし、以下のフローで

検証する． 

1) 地理院地図サイトより、路線周辺（沿線）の空

中写真をダウンロードする 

2) ダウンロードした空中写真を google collabへイ

ンポートし、規定の色検出アルゴリズムを行う 

3) 色検出した画像をダウンロードし、arcgis 上に

規定の方法でプロットする 

4) arcgis 上に「国土数値情報鉄道データ」を半透

明のラインでプロットする 

5) arcgis 上にプロットされたこれらを画像として

切り取り、ダウンロードして google collabへプ

ロットする 

6) 規定の色検出アルゴリズムを行い、踏切部が抽

出される 

7) その画像を再び arcgis上にプロットし、抽出さ

れた色の部分が踏切となるので、その地点を登

録する 
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